
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２６年度  大学院４年制博士課程における自己点検・評価 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静 岡 県 立 大 学 



自己点検・評価 様式（平成２６年度実施） 

大学名    静岡県立大学     

研究科・専攻名    薬食生命科学総合学府 薬学専攻    

入学定員    ８    名 

 

○ 入学者数、在籍学生数 

※入学のコースを別に設けている大学は、コース別に記載すること。 

※「旧４年制薬学部出身」は、平成１７年度以前に薬学部に入学した学生を指す。 

 

・入学者数 

 平成２４年度：４ 名 

  内訳：６年制薬学部出身 ４  名（内社会人0名、留学生0名） 

     ４年制薬学部出身   名（内社会人 名、留学生 名） 

     旧４年制薬学部出身  名（内社会人 名、留学生 名） 

     薬学部以外出身    名（内社会人 名、留学生 名） 

     その他        名 

 

 平成２５年度：１ 名 

  内訳：６年制薬学部出身 １ 名（内社会人0名、留学生0名） 

     ４年制薬学部出身   名（内社会人 名、留学生 名） 

     旧４年制薬学部出身  名（内社会人 名、留学生 名） 

     薬学部以外出身    名（内社会人 名、留学生 名） 

     その他        名 

 

 平成２６年度：４ 名 

  内訳：６年制薬学部出身 ４ 名（内社会人1名、留学生0名） 

     ４年制薬学部出身   名（内社会人 名、留学生 名） 

     旧４年制薬学部出身  名（内社会人 名、留学生 名） 

     薬学部以外出身    名（内社会人 名、留学生 名） 

     その他        名 

 

・在籍学生数（平成２６年５月１日現在） ９ 名   

 

 

 

 

 

 

 



○ 「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシ

ー」と実際に行われている教育との整合性 

【理念とミッション】 

理念：医療薬学・臨床薬学関連分野の第一線で活躍できる高い専門性を有する人材

の育成をめざす。 

ミッション：幅広く医療関連分野の発展および公衆衛生の向上に寄与できる人材お

よび優れた研究能力を有する薬剤師の養成を行う。具体的には医療薬学・臨床薬学

における課題を発見し解決できる研究者・教育者の養成、がん・感染症領域等の専

門薬剤師や治験コーディネータの資格取得の支援、治験・臨床開発従事者の養成な

どを行う。 

【アドミッションポリシー】 

薬学教育 6 年制は長期実務実習を軸とした高度専門職薬剤師の養成課程である

ことから、薬学専攻では、主に薬学科を卒業した学生が、臨床スキルを磨きつつ、

高い専門性と研究能力を身に着けることにより、医療薬学・臨床薬学関連分野の第

一線で活躍できる人材の育成を主目的とした教育課程を編成する。多様化する学生

のニーズに柔軟な対応を可能とするため、具体的には、専攻内に臨床薬学・医療薬

学領域における研究者・教育者を養成する医療薬学コースと高い専門性を有する薬

剤師、治験や臨床開発従事者を養成する臨床薬学コースを設置する。受け入れ対象

者は以下のものとする。 

・医療薬学・臨床薬学領域における研究者・教育者を目指す人 

・指導的薬剤師を目指す人 

・高い専門性を有する薬剤師を目指す人 

・治験や臨床開発担当者を目指す人 

【カリキュラムポリシー】 

薬学教育 6 年制は長期実務実習を基盤とした高度専門職薬剤師の養成課程であ

ることから、薬学専攻では、主に薬学科を卒業した学生が、臨床スキルを磨きつつ、

高い専門性と高度の研究能力を身に着けることにより、医療薬学・臨床薬学関連分

野の第一線で活躍できる人材の育成を主目的とした教育課程を編成する。具体的に

は、専攻内に臨床薬学・医療薬学領域における研究者・教育者を養成する医療薬学

コースと高い専門性を有する薬剤師、治験や臨床開発従事者を養成する臨床薬学コ

ースを設置し、多様化する学生のニーズに対して柔軟な対応を可能とする教育課程

を提供する。 

【ディプロマポリシー】 

学府の定める期間在学して、薬学専攻の教育と研究の理念や目的に沿った研究指

導を受け、かつ所定年限内に学府が行う博士論文の審査及び試験に合格し、課程を

修了することが学位授与の要件である。この時、所定の授業科目を履修して、基準

となる単位数以上を修得することを要件に含む。 

養成する人材像としては、医療薬学・臨床薬学の研究者・教育者、指導的立場に

立つ薬剤師、治験・臨床開発従事者が挙げられる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 入学者選抜の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ カリキュラムの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自己点検・評価】 

理念とミッションを実現するため、アドミッションポリシーに基づき入学者選抜試験

を行い、平成２４年５名、２５年１名、２６年４名が入学した（２４年度入学者のうち１名

は退学）。いずれも６年制薬学部出身者である。すべての学生は医療薬学コースを

選択し、将来的には、臨床薬学・医療薬学領域における研究者や教育者を目指して

いる。カリキュラムポリシーに基づく教育は順調に進行していることを確認している。

本専攻は臨床薬学あるいは医療薬学分野の専門家の養成を目的としており、４年制

薬学部を基礎とした博士課程とは一線を画するものである。今後の課題として、入学

定員を充足させることならびに臨床薬学コースを目指す学生を受け入れていくことが

挙げられる。 

平成26年度入学者選抜（平成25年度実施）までは、科学英語と面接により選抜を

行った。（科学英語については、生命科学領域からの出題とし、博士課程学生として

ふさわしい英語読解力を有していることを確認できる問題を作成し、面接では、現在

の研究内容の説明、博士課程での研究内容、将来の進路の希望などについて複数

の面接官が口頭試問を実施。） 

平成 27 年度入学者選抜（平成 26 年度実施）からは、英語読解力について受験生

の研究専門分野による偏りなく判定を行うため、試験科目を科学英語からＴＯＥＦＬ Ｉ

ＴＰに変更するとともに、受験生の適正や意欲を客観的に指標化するため、口頭試

問の結果を点数化して選抜を行うこととした。 

医療薬学コースは、独創性の醸成と高度な研究遂行能力の修得を目指した講義

（先端医療薬学特論、基礎薬学特論）、第一線で活躍する研究者を招いての月例薬

学セミナー、大学院特別講義、あるいは各種研究会への参加（薬学セミナー）、講座

でのセミナーや学会発表による演習（医療薬学演習、医療薬学特別演習）、および

医療薬学に求められている研究課題をテーマとした実験（医療薬学特別実験）から

構成され、本専攻の理念とミッションに合致したカリキュラムとなっている。このカリキ

ュラムに基づく教育により、学生は順調に研究の成果をあげている。 

臨床薬学コースは、薬剤師免許の所持を前提とした教育課程であり、医療薬学コ

ースとほぼ同様な内容で構成されるが、それらに加えて特色のある講義および実習

として、治験・臨床開発に関連した講義である先端医療薬学特論２、臨床スキルのア

ップを目指した実地研修による臨床薬学実習の履修を必須としており、平成 26 年度

現在、在学生はいないが、本専攻の理念とミッションに沿った教育を行う体制を整え

ている。 

※シラバス、教育課程等の概要及び履修モデルは別添のとおり。 



○ 全学生の研究テーマ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 医療機関・薬局等関連施設と連携した教育・研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

○ 学位審査体制・修了要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床薬学コースでは、臨床薬学実習（４単位）として、研究科の指定する医療

施設において、教員、指導薬剤師、医師、医療スタッフの協力のもとで薬剤管

理指導や臨床試験関連の研修を行うとともに、臨床症例を題材とした SGD 形式

での症例検討を行う。これとともに博士論文研究を推進するために、静岡県立

総合病院および浜松医科大学医学部附属病院と研究および教育における協定を

締結し、学生の受け入れと教育および研究指導を委託することとしている。 

現在、臨床薬学コースの学生はいないが、学生入学とともに上記のとおり教育

および研究指導を実施できる体制を整えている。 

本専攻は、まだ修了学生がいないため、実際の学位審査は実施されていないが、

下記の審査体制等を整備しており、これにより、ディプロマポリシーに合致した学

位審査が行われる。 

学位審査は主査１名、副査３〜４名の体制で行う。学位審査は予備審査（プレゼン

テーション）、本審査（博士論文内容）、および合否判定の手順で行う。予備審査はオ

ープン形式の審査であり、拡大研究院委員会委員との質疑応答がある。本審査は、

学生および審査員の対面形式のクローズド審査であり、研究のより詳細な内容につ

いて質疑応答が行われる。合否判定では主査が論文審査結果を報告し、拡大研究

院委員会委員の投票により学位授与の可否が決まる。 

修了要件は講義、セミナー、演習、実習、実験等の科目を合計３０単位以上習得

することが条件となる。医療および臨床薬学特別演習４単位のうち２単位が英文学

術論文発表に対して与えられるので、論文発表が学位審査の要件となっている。 

平成26年度9月現在の在学生の研究テーマは下記のとおりであるが、いずれも本

専攻の理念とミッションに沿ったものである。 

学年 研究テーマ 

1 定まった三次元構造を有するオリゴアレーン分子の創製研究 

1 アミロイドβによる海馬依存性記憶障害のメカニズム 

1 抗体修飾脂質ナノ粒子を用いた siRNA デリバリーシステムに関する研究 

1 不斉ハロ環化反応を基盤とする効率的分子変換の開発と応用 

2 脳梗塞血栓溶解療法におけるリポソーム DDS を用いた補助療法の開発 

3 脳内微量含有シアル酸分子種が神経機能に及ぼす影響の解明 

3 柑橘果皮成分ノビレチンの疾病改善機序に関する研究 

3 凍結乾燥脂質ナノ粒子製剤の調製とその応用に関する研究 

3 心不全発症における核内情報伝達経路の解明 
 



○ 修了者の進路の基本的な考え方（※新規事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療薬学コースでは、主に医療薬学および臨床薬学分野における研究者、教

育者の養成を目指していることから、修了者については、薬学系大学、研究機

関等への就職を想定している。 

また、臨床薬学コースでは、現在学生はいないが、指導的な立場に立つ薬剤

師の養成、治験・臨床開発従事者の養成、がん等の専門薬剤師や治験コーディ

ネータを目指す薬剤師の資格取得支援などを目指していることから、将来的に

は、中核的な医療機関等へ就職を想定している。 


























































